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研究成果の概要（英文）：The goal of the study was to find out an effective method to improve 
comprehensibility in pronunciation produced by Japanese learners of English. The use of HVPT 
computer program revealed the facts that they are likely to have perceptional problems of certain 
phonemes before producing them intelligibly. By using the HVPT program, perception of the 
problematic phonemes improved significantly, followed by improvement of production to some extent. 
To boost the progress of production, additional intervention during HVPT indicated more potentials, 
such as repeating aloud the stimuli sounds during HVPT program and providing them with opportunities
 to see articulation with a visual aid. Overall, the study implied the importance of putting 

























 本研究は上記の課題を解決する指導法として、コンピュータ利用の発音訓練(CAPT: Computer 








（Bradlow et al., 1997; Lively, Logan & Pisoni,1993 など）、教室の指導に長期的に取り入れた検証
は少ない（Thomson, 2012 など）。また、HPVT はその手法のばらつきや訓練の単調さが問題視さ
れている（Thomson, 2018）。本研究が、通常の指導にゲーム的要素を取り入れた CAPT として








研究の特徴は、インターネット上から誰でも登録して利用できる HPVT プログラム“English 
















（１） 調音困難な音素は HVPT の知覚成功率が低いが、コンピュータ利用の HPVT で向上 








母音 17%）および課題遂行時間の短縮（子音約 30 秒、母音約 100 秒）が見られた。これらのこ
とから、英語音声学で従来から言われている調音困難な音素が HVPT の知覚課題でも困難なこ
と、またコンピュータ利用の HPVT による訓練の効果が確認された。 
 
（２）HVPT10 週処遇で、/l/、/r/、/w/の知覚は 14%向上、調音は低めの推移ながらも 13%向上、
/f/, /v/, /θ/でも類似傾向 
 2 年目は、1 年目の後半に収集した音素の難易データにもとづいて、目標音素を/l/、/r/、/w/の
3 音素として、EAC を用いて教室の指導に応用し、知覚と調音の成功率にどのような効果をもた
らすか実証を試みた。研究協力者は非英語専攻の大学 1 年生 2 群で、音素環境として CV（目標




業内で 1 回、授業外で 2 回）、EAC に各自アクセ
スし 200 音のランダムに呈示される刺激音を聞い
て音素記号を選択する課題を行うものであった。 




は、/l/が 65%から 83%、/r/が 53%から 66%、/w/ 
が 89%から 99%へと伸びた。調音は、事前 56％
から事後 69%（＋13）へと伸びた（効果量中）。
内訳は/ｌ/が 45%から 64%、/ｒ/が 34%から 44%、
/ｗ/が 90%から 98%だった。CVC 環境について
は、知覚テストの事前データが入手できなかっ
たため 6 週目（89%）と事後（94%）のみが得ら
れた（+5）。初期の 5 週でかなりの伸びが起こる可能性が示唆された。調音は、事前 59%から事
図 1．知覚成功率の推移（T1 事前、T3 事後） 
図 2．調音成功率の推移（T1 事前、T3 事後） 
後 72%（+13）へと伸びた（効果量中）。内訳は、/ｌ/が 61%から 70%、/ｒ/が 27%から 49%、 





















（４）/l/, /r/. /w/以外の子音で実証 
日本語母語話者が調音を苦手とす


















図 3．復唱随伴条件 HVPT の知覚成功率の推移（CV,CVC） 
図 4．復唱随伴条件 HVPT の調音成功率の推移（CV,CVC） 
図 5. /f/, /v/, /θ/の知覚成功率推移（CV,CVC） 
図 6. /f/, /v/, /θ/の調音功率推移（CV,CVC） 
（５）復唱随伴条件の HVPT に明示的調音指導を加えると効果が高まる 
HVPT により日本人が苦手とする子音の知覚成功率が向上することは判明したが、調音への転
化の効率を向上させるため、さらなる介入（指導）の工夫を行った。復唱随伴条件で 10 週間の
English Accent Coach による HVPT に加え、授業
時の HVPT の試行前に調音時の口の動きを示す
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図７. 明示的調音指導+復唱随伴 HVPT 知覚成
功率 
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